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こ
ん
に
ち
は
。 

薄
黄
の
花
び
ら
が
、
少
し
ず
つ
陽
光
に
輝
き
始
め

ま
し
た
。
診
療
室
前
の
植
樹
に
は
メ
ジ
ロ
が
舞
い
降

り
ま
す
。
い
よ
い
よ
春
到
来
で
す
ね
。
何
と
な
く
ウ

キ
ウ
キ
し
て
き
ま
す
。 

明
る
く
元
気
な
ス
タ
ッ
フ
は
、
い
つ
も
仲
良
し
で

す
。
患
者
様
の
お
口
や
歯
の
健
康
増
進
の
た
め
に
、

全
力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
で
第
十
三
回
目
の
鳴
見
台
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
新
聞
で
す
。
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
・
ご
感
想

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
当
院
に
は
ク
リ
ニ
カ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。
ク

リ
ニ
カ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
歯
科
医
院
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
す
な
わ
ち
案
内
係
で
す
。
患
者
様
と
ド
ク
タ
ー
と
の
架
け
橋
の

よ
う
な
役
割
で
す
。
治
療
に
関
す
る
疑
問
点
や
悩
み
な
ど
、
何
か

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
尋
ね
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

い
よ
い
よ
春
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
寒

か
っ
た
で
す
ね
。 

鳴
見
台
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
開
院
四
年
目
に
入
り
ま
し

た
。 初

心
に
戻
り
、「
患
者
様
の

た
め
に
」
を
合
言
葉
に
ス
タ

ッ
フ
一
同
毎
日
努
力
し
て
い

き
ま
す
。 

 
 

院
長
の
一
言 

鳴
見
台
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
最
新
型

の
歯
科
用
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
を
導
入
し

て
い
ま
す
。 

こ
の
レ
ー
ザ
ー
は
歯
科
領
域
で
と
て
も

多
く
用
い
ら
れ
、
最
も
生
体
に
安
全
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

主
に
、
歯
茎
の
急
性
炎
症
の
緩
和
、
歯
肉

の
切
開
、
口
内
炎
の
治
療
、
知
覚
過
敏
処
置
、

顎
関
節
症
、
義
歯
に
よ
る
傷
の
回
復
な
ど
に

使
用
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

待
合
室
の
掛
け
時
計
で
す
。
ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ

セ
ン
の
バ
ン
カ
ー
ズ
ク
ロ
ッ
ク
で
す
。
極
細
の
繊

細
な
針
と
、
支
柱
の
赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
シ
ャ

ー
プ
さ
を
演
出
。
三
十
年
以
上
前
の
デ
ザ
イ
ン
と

は
思
え
な
い
洗
練
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
は
、
世
界
中

の

人

々

か

ら

愛

さ

れ

続

け

て

い

ま

す

。

 


